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研究成果情報 (平成 4年度)

[背景・ ねらい]

雪腐黒色小粒菌核病菌と雪腐褐色小粒菌核病菌については、病原性や分布域などは明らか

にされているが、生態的諸性質は不明である。両菌のストレスに対する反応と耐久体である

菌核の形成と体眠中 (宿主植物の生育期)における生存の推移を調べ、生態的差異を明らか

にする。

[成果の内容・ 特徴]

両菌の生態的差異を、他の微生物の存在下での低温における菌糸生育と菌核形成の差異及び

土壌中の菌核の生存率から明らかにした。

① 雪腐褐色小粒菌核病菌と雪腐黒色小粒菌核病菌は無殺菌土壌を添加した条件下では、
(培養適温)よ りも0℃ (積雪下の温度)で良く生育した (図 1)。 10℃では土壌中の微生||

物の生育が良好なため、両菌の生育が抑えられたが、0℃ではこれらの微生物による生育抑|

制がなく、両菌は良好な生育を示した (低温ストレス耐性を有す)。           |
O 雪腐掲色小粒繭核病薗‡ま、他の微生物の存在下で:ま菌核形成が健進されたが、雪腐黒色小
粒菌核病繭をま影響されなかった (図 n)(雪腐黒色小粒菌核病 :ま鐘抗ス トンス:こ購性を持つ)
③ 5～ 11月 における土壌中での菌核は、雪腐黒色小粒菌核病菌では90%以上の生存率を維持
していた。一方、雪腐褐色小粒菌核病菌では、自然条件下で種々の菌の寄生を受けて死減す

るため10～ 20%と 低かった (図 3)。

④ 作物への感染は、雪腐黒色小粒菌核病では菌核からの菌糸、雪腐褐色小粒菌核病では生き
残った菌核から生じた胞子によっても起こる (表 1)。

[成果の活用画・ 留意点]

① 雪腐黒色小粒菌核病と雪腐褐色小粒菌核病の生物防除のための基礎知見となる。
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lS, 雪腐黒色小粒菌核病薗と雪腐撼色小粒薗核病菌の生態的差異

[要約]

雪腐塁負小粒菌核病菌と重墾塵盤型墜軽聾塑彊菫はともに低温ストレスに耐性を有する。両

者の生態的差異は、措抗ストレスに対する菌核形成および土壌中の菌核の生存率の違いによ

る。
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[具体的データ]
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雪腐褐色小粒菌核病菌 (in)と 黒色小粒菌核病菌

(生物型― a・ b,c)の 0°C(A)及 び 10°C(3)に
おける菌糸生育程度 (黒色 :純粋培養

灰色 :無殺菌上で培地を覆 う)

分離 される病原菌
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図 2

積雪下で分離 された糸状菌の分生子添加 による雪腐

褐色小粒 菌核病菌 (A)、 黒色小粒菌核病 菌 (B)
の菌核の成熟 に及 ぼす影響 (実 線 :無 処理 で純粋

培養 した もの 破線 :純粋培養 した ものに分生子
処理 した もので 、 lJ皮 線 の種類 は菌種 の違 いを示す )

表1 ペ レニアルライグラス葉片 に胞子が検出された頻度 (%)
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*)葉 片を表面殺菌 しないで菌の分離を行 う 図 3 雪腐褐色小粒菌核病菌 (。 )と 雪腐黒色小粒
菌核病菌生物型 A(・ )の 土壌中 (― )あ る
いは地表面 (一 ―)に おける菌核生存率の推移
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